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※平成２２年度までの年次報告書は、岩手県水産試験研究中期計画に基づく構成としていたが、平成２３年３月

１１日の東日本大震災により、当センターも被災したため、研究が再開された取組は一部分に留まった。また、

これまでの研究計画を見直し、平成２３年度から２５年度までの水産業の復興支援へ向けた新たな研究計画に基

づき調査・研究に取り組んでいるため、この計画の構成を基本とし、２５年度に取り組んだ内容を記載した。 

 


